
 

平成２６年度双葉郡教育復興ビジョン推進協議会 ＷＧ３の取り組み状況 

 

◎ＷＧ３の取り組むテーマ → 避難している子ども達や住民との絆づくり 

○具体的な施策 

１ 避難している子ども達も「双葉郡の子」として町村が責任をもって関わり、区域外就学している 

子ども達への連絡機能を強化する事業 

２ 再会のつどいを、避難している子ども達の学習機会・情報発信の場として位置づけ、定期的に実   

施する事業 

３ 再開のつどいを通して、子ども達が地域の絆の維持に貢献し、主体的にコミュニティ復興に参画 

できるようにする事業 

 

◎ＷＧ３の会議開催状況 

    ４月１６日  第 ７回 

    ５月１６日 第 ８回 ・  合同ＷＧ会議 

    ６月３０日 第 ９回 

    ８月１２日 第１０回 

    ８月１９日 第１１回 

    ９月 ５日  合同ＷＧ会議 

  １１月１８日 第１２回 

 

◎協議内容及び事業実施状況 

  ○学習支援について 

   １ 各町村の避難先児童生徒数の調査（県内外） 

    ２  各町村の学習支援等実施状況の把握 →  学習支援拠点（学童保育含）の調査 

    ３  学習支援のニーズ調査の内容精査 

    ４ 学習支援のニーズ調査の実施（アンケート調査・全児童生徒の保護者） 

    ５  既設学習支援拠点での受け入れ容量調査 

    ６ 教育復興ビジョン推進計画書ＷＧ３関連部分（学習支援）の修正案検討 

    ７  学習支援ニーズ調査結果及び内容分析 

    ８  学習支援拠点設置に係る補助金申請の検討 

    ９  学習支援の今後のスケジュールについて検討 

【今後の方針】これまでの協議及びニーズ調査の結果を踏まえ、いわき地区を中心に各町村の学習支援拠点

の情報を整理し、8町村の児童生徒に対して情報共有を図る 

 

  ○子ども達の再会のつどい、絆の維持について 

    １ 子ども達が一堂に会する場所・手段の検討 

    ２ 復興ビジョン推進協議会における教育復興に関する取り組み状況の情報発信について検討 

（広報誌 3回発行・ウェブサイトの開設） 

    ３  ふたばワールドに参画することに決定し、合同ＷＧ会議においてイベント内容を検討 

（イベントでは、それぞれのＷＧの取り組みが具現化された。） 

    ４ 次年度のふたばワールドへの参画について協議  

  【今後の方針】ふたば未来学園の高校生と双葉郡８町村の小・中学生が交流する機会を検討 
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